


要約:極低出生体重児の 1 歳前後からの発達援助としての早期介入を行った。養育環境と

しての両親の年齢家族構成、両親の学歴、年収など社会的経済的要因は児の発達に影響を

強くあたえるが、早期介入群と非介入群との間ではこれらの要因には差はなかった。介入

群と非介入群のおける介入前およぴ介入 1年後における新版 K式による発達指数には差を

認めなかった。介入群の母親の感想、行動、態度では参加したことを喜んでおり、子育て

にたいする悩み心配事の軽減など肯定的な点が面が多くあげられた。早期介入は発達指数

上では明らかな差は認められなかったが、母親の子育て支援としては有益な方法であると

思われた。


